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活動報告と計画１蠢. 代表理事　松田惠明蠢. 活動報告と計画１ 代表理事　松田惠明

水産庁の平成25年度概算要求が平成24年（2012）9月

になされ、その中に、特別重点要求として、30億円の

水産業・漁村の多面的機能発揮対策（新規）が計上さ

れ、１月に閣議決定されました。これは漁業者、住民、

学校、NPO等で構成される活動組織の水産業・漁村の

多面的機能（コラム１参照）の発揮に資する活動（コ

ラム２参照）に対し、一定の費用を国が都道府県・市

町村・学識経験者・漁業者等が構成する地域協議会を

通して、市町村との間で協定を締結した漁業者・住

民・NPOを構成員とした活動組織に対して交付金を付

与するものです。事業の実施期間は平成25-27（2013-

15）年ですが、平成25年応募が主対象です。

概算要求段階での事業の仕組みは、以下の通りです。

１） 全国すべての沿岸市町村を対象に、1,250の活動

組織に限定して設置：漓活動組織の立ち上げ、

滷事業計画の策定と地元市町村との協定締結、

澆都道府県毎に設置予定の地域協議会での採

択、潺モニタリングによる事業効果のチェック

が続きます。

２） 当該活動組織が行う幅広い多面的機能の発揮の

活動に対し国が支援

３） これにより、藻場の保全（コンブの森づくりを

含む）、種苗放流、国境監視、漂流・漂着ゴミ

の処理等、地域のニーズの高い活動が進展

４） 国は各活動項目毎に必要最低限の額を定額で交

付（各活動組織毎の交付額の上限は２千万円、

１組織当たりの交付額は約２百万円）

５） 都道府県、市町村のよる上乗せ額は任意とし、上

乗せ額については特別交付税を措置（別途要求）

特に注目したいのは、この水産庁の企画が水産業・

漁村の多面的機能発揮に関心を持つ一般市民に広く開

放されていることと地球環境保全の一環として藻場の

保全に貢献する「コンブの森づくり」も含まれている

ことです。これまで私たちが行ってきた秋田県・千葉

県以南の「海の森づくり」を水産庁も正式に認めてく

れたと理解致しております。現在、当協会はボランテ

イアベースで年間16県35箇所に対して、約18,000mの種

糸を斡旋し、10数件の共同海洋施肥試験を実施してき

ておりますが、これを契機に漁協や地方自治体との連

携を深め、飛躍したいと存じます。この企画の活用は

コラム２　水産多面的機能発揮対策対象活動

（１）水産多面的機能発揮対策事業
１．国民の生命・財産の保全：国境監視、海難救助等
２．地球環境保全：藻場・干潟等の維持・保全、海洋汚染対

策、漂流漂着物処理、漁場環境保全のための植樹等
３．漁村文化の継承：教育と啓発の場の提供、漁村の伝統文

化、食文化等の伝承機会の提供
（２）水産多面的機能発揮対策支援事業

技術的事項についての講習会、技術サポートを行なう。

コラム１　水産業・漁村の多面的機能
１．安全・安心な水産物の安定供給
２．陸圏と水圏を結ぶ循環型社会への貢献
３．環境の保全
・漁業のよるもの（魚貝類・栄養塩・炭酸ガスの回収、酸
素の供給）
・漁村住民によるもの（清掃・漂流漂着物処理）
４．辺境地域における所得と雇傭機会の提供
５．教育・研究・海洋性レクリエーションへの貢献
６．漁村とその文化の継承
７．海の防人（海難救助。国境域の監視、災害時対策等）

1.1 水産庁施策「水産多面的機能発揮対策」と海の森づくり



当協会関係の平成24年度（2012）の大きな変化は、

秋田県・大分県・長崎県関係と岩手県重茂漁協への支

援です。大分県関係と重茂漁協支援については、本号

に藤野と松田から報告がありますのでそれをご参照く

ださい。長崎県関係では、これまで芦辺町の壱岐東部

漁協が中心でしたが、同じ壱岐の郷ノ浦町や勝本町に

も広がり、藻場研究所の建設計画も進み、壱岐全体の

藻場を再生させ、水産業の振興を図ろうとする動きが

活発化しております。本件については追ってお知らせ

することにして、ここでは秋田での状況を述べさせて

いただきます。

１）海の森づくり推進協会の活動　

平成23年（2011）以降、当協会は「海の森づくり」

に関心を持つ秋田県人に広くPRするために打ち合わせ

や講演会を頻繁に開いてきました。「男鹿の海　森づく

り推進協議会」も「道川海の森づくり推進協議会」も

その中から生まれてきたものです。講演会等の大きな

活動は以下の通り：

2011.４.12 秋田県漁協北部統括支所勉強会（八峰町

八森）：「海の森づくりアプローチの八

森での活用について」

2011.８.６　　秋田県エコマイスター・男鹿森林組合・

男鹿市主催イベント（男鹿市）「海の森

づくりの重要性」

2011.11.19 北大秋田県支部同窓会（秋田市）：「海

の森づくりの重要性」

2012.７.７　　アーバンマイン開発マイスターの会主催

「秋田の資源・環境・リサイクルを考え

る」（秋田市）：「海の森づくりの重要

性―秋田県への提言―」

2012.７.20 秋田国家石油備蓄基地主催「第13回秋田

備蓄フォーラム」（男鹿市）：「海の森

づくりと日本の起死回生―秋田県への提

言―」

2012.８.28 日本野生環境学術振興会主催勉強会（秋

田市）：「海の森づくり」

2012.８.31 地域資源の会 in 男鹿主催「地域資源の

会 in男鹿2012」（男鹿市）：「海の森づ

くりと日本再生―秋田県への提言―」

2012.11.23 公明党参議院議員横山信一氏との対談

（男鹿市）

2012.12.17 男鹿海洋高校平成24年度秋田県高等学校

教育研究会水産部会（男鹿市）：「水産

未来学のすすめー男鹿海洋高校の使命

―」

2013.１.10 男鹿市長との対談（男鹿市）：「男鹿市

が本格的にコミットすれば、10年後に

は、水産関係だけでも年間100億円規模

の経済浮揚を見込めるか？」

2013.１.23 秋田ロータリークラブ主催例会卓話（秋

田市）：「新海洋の森―秋田県の課題―」

2013.２.17 道川海の森づくり推進協議会主催健康講

座講習会（由利本荘市）：「海藻で活性

化・漁村の未来―秋田県の地の利を活か

した地場産業の創造―」

2013.２.20 水産振興議員連盟・19会主催勉強会（秋田

市）：「秋田県水産業に対する提言―秋田

県の地の利を活かした地場産業の創造―」

2013.３.27 男鹿市準倫理法人会経営者モーニングセ

ミナー「海藻で活性化・男鹿の未来」

1.2 秋田県での活動の現況

2013年度の当協会の最大の課題であり、仮認定申請と

並行し成果をものにしたいと存じます。さらに、６月

１-３日には、北海道のコンブ生産拠点である函館市南

茅部町で「海の森づくり第10回シンポジウム」を企画

しております。大いにご期待ください。

「読売新聞」



２）男鹿の海　森づくり推進協議会

当協議会が申請した「男鹿における海の森づくりに

よる前浜の活性化」が秋田県の新しい公共の場づくり

ためのモデル事業２年目に採択され、始まったばかり

の2012年４月４日の爆弾低気圧で施設は全壊し途方に

くれましたが、事務局経費の削減・資材提供強化・生

産物価格提示（浜値：200円/kg）等の改善策が功を奏

し、参加者数や参加地区も倍増し、コンブ種糸の注文

数は1,140mと昨年の300mに比して4倍に増えました。

６次産業化の芽も育っておりますが、その本番はこれ

から始まろうとしています。ご期待ください。

３）道川海の森づくり推進協議会

2010.２.14の「男鹿の海　森づくり推進協議会」の勉

強会に、秋田県漁協南部総括支所道川地区連絡協議会

の金森・小野両名が出席し、その後、秋田県水産振興

センターでコンブ栽培を見学しました。同３月４日に

「海の森づくり推進協会」代表理事松田惠明他関係者３

名を招き説明会を開催し、３月17日の臨時総会で協議

会設立を正式決定し、４月１日に設立総会を開き、役

員を選出しました。プロジェクトを立ち上げるために

第7回あきたスギッチファンドの50万円コースに応募し

ましたが採択されませんでした。その後、平成24年度

秋田型コミュニティビジネス（CB）（補助額30万円、自

己資金38万円）に「海藻が育む豊かな海を目指して」を

応募し採択されました。その結果、2012年12月に120m

のコンブ種糸と100mのワカメ種糸を沖出ししました。

CBプロジェクトの報告会が2013年２月24日に予定さ

れており、その前に成果を出せと、いわれ途方にくれ

ました。コンブの成長はまだ不十分で気がかりでした。

男鹿とも相談しましたが、男鹿からの持ち込みは無理

と知り、決行せざるを得ませんでした。その結果、担

当者は猛烈に忙しくなりましたが、企画した道川早採

れやわらか昆布収穫祭販売・試食会と健康講座講演

会・研修会は大成功でした。収穫できたコンブは、

10kg弱でしたが、会場の道川道の駅のお魚センターで

は、採れたばかりの生のコンブ60パック（70g入り一パ

ック）が200円で１時間足らずの間に完売しました。試

食会のアンケート結果も前向きで、お店の売上も普段

に比べて大幅に伸び、1ヶ月後には、次回の催しが期待

されるようになりました。道川地区では、現在、区画

漁業権取得を申請しております。（前頁の新聞切抜参照）

平成23年（2011）３月11日の東日本大震災で壊滅状

態になった当協会の種苗供給拠点重茂漁業協同組合を

支援しようという声が高まり、震災直後に当協会内に

「宮古市おもえ漁協を支援する会」が発足し、募金が始

まりました。その結果、現金327,758円と顕微鏡一式を

贈呈することができました。ご寄付を頂いた皆様に心

から御礼申し上げます。現金は平成24年４月２日まで

に４回に分けて送られ、顕微鏡を含む贈呈式は、種苗

施設が再建され種苗生産が開始された平成24年11月１

日に重茂漁協コンブ種苗生産施設で行われました。贈

呈式に参加されたOISCAの池田浩二氏から報告書が送

られてきましたのでここにご紹介させていただきます。

1.3 岩手県宮古市、重茂（おもえ）漁協支援

コラム３　寄贈者リスト（アイウエオ順　敬称略）

個人：井之上千穂、泉慎也、祝迫敏之、大西恭子、斉藤慎幹
夫、下村温、杉島博、高橋一人、納土伸男、林勝宣、
藤野修二郎、船木政秋、松田惠明、宮一恭子、村井武
四、渡辺明子

団体：上対馬町漁業協同組合、公益財団法人OISCA、日田・
玖珠山水郷土会、TBR株式会社、東京シンポ募金、ミ
ツ株式会社、NPO法人ライト・アップ・ユア・ワールド

施設近くの港も復
旧が進み、新造の
漁船も並べられてい
た。震災前の漁船
数（828隻）に対して
約400隻と、まだま
だ不足しているそう
だが、組合員数はあ
まり減っていない
（約550名）そうで、
水産業の復活に向
けて一丸となって、
懸命に取り組んで
いる姿勢を感じた。



ー地球温暖化防止・生物多様性・リサイクル社会への貢献ー

●支援対象事業名称：

廃棄資源及び未利用バイオマス活用と海洋（水域）

環境改良剤の開発／スラグ、焼酎粕等組成体剤による

鉄イオンの持続的溶出と海洋（水域）環境資源の拡充

を目指して

●支援対象団体名：NPO法人「海の森づくり推進協会」

（協力NPO｢森と海の共生・ネットワーク｣）

●事業実施場所：

大分県日田市及びその他の大分県内の産業科学技術

センター、水産試験場及び対象海域（水域）

●事業責任者：

NPO法人「海の森づくり推進協会」幹事長　藤野修

二郎（協力者、NPO法人｢森と海の共生・ネットワー

ク｣代表　諌本信義）

●対象地域の概況：

背景：

1）全国沿岸域で進んでいるとされる｢磯焼け現象｣

は、大分県沿岸海域でも｢藻場・干潟の消失｣と云

う形でその影響は顕在化しつつある。（水産庁資

料）

2）全国的な海洋水質環境の悪化の影響もあり、大分

県沿岸海域における生物資源の減少が続いている

と思われる。

3）一方で、大分県下に安定的に賦存する廃棄・低利

用資源である鉄鋼スラグと未利用バイオマス焼酎

粕等を活用して、海洋（水域）施肥剤としての重

合組成体を開発し、水生（海生）生物生育の手助

けをすることの必要性・意義は高い。

4）大分県東岸には、豊後水道を擁し、伝統的に関ア

ジ・関サバなどのブランド化水産物を育む自然の

海の恵みがあるが、本来の水産資源王国の面影が

失われつつある。

5）又、日田の中心地域を流れる三隈川は、阿蘇山系の

大山川と九重山系の玖珠川を糾合し、有明海に注ぐ

筑後川の上流域を形成し、下流域の福岡経済圏の重

要な水瓶の役割を担っているが、下流域に築造さ

れた水力発電ダムのため、アユの天然遡上が阻害

されるなど、流域の生態系が破壊されている。

●事業の目的：

H24年度：成形品の開発及び溶存鉄イオン発生検証

と再現性の確認

H25年度：溶存鉄イオンの水域への継続的溶出の検

証試験

H26年度：海域（水域）での海藻計画栽培と施肥剤

の効果試験

事業目的を達成するまでの筋書き

１．最近の国連統計によれば、過去半世紀の間に世界

の人口は、倍増の70億人に達し、今後12年間で更

に10億人増加するという、正に人口爆発の状況を

呈している。19世紀に始まった産業革命と20世紀

半ばに利用開始された化石燃料の開発に伴い、人

類の社会経済活動の爆発的増大は、自然環境への

負荷を急増させ、自然の浄化能力をはるかに超え

る速度で環境の劣悪化・破壊を惹き起こしている。

その結果、地球温暖化・表土と森林の急速な喪失

が今世紀の人類にとって乗り越えねばならない深

刻な課題となっている。

2．社会経済活動が、活発で大規模になるにしたがい、

地下水、河川、湖沼、河口域、閉鎖性海域を含む

あらゆる水域環境で、窒素・リン等の栄養塩類が

過剰に流入、堆積し富栄養化の現象を惹き起こし

ている。この富栄養化はヘドロの堆積、悪臭の発

生、水質悪化等環境汚染を惹き起こし、水域によ

り、赤潮・青潮の発生など、大きな社会問題とな

っている。一方で、全国的に沿岸域での藻場の喪

失が「磯焼け」という定義付けで顕在化・長期化

しており、漁場の喪失と水産資源の枯渇との因果

関係が訴えられ、藻場の回復・再生の必要性が叫

ばれている。

3．そこで、重要な対策の眼目になると推察されるのが、

水生生物の生育条件の中で阻害されていると考えら

れる、必須元素「鉄イオン」の存在である。上記の

水域中に微量の「溶存鉄」が安定的に供給されるこ

とによって、植物プランクトン、水草・海藻が増殖

し、窒素・リン等の栄養塩類を吸収する作用が高ま

り、生態系が活性化することから、富栄養化にとも

なう環境の悪化に対して浄化、回復が可能となると

云う仕組みである。即ち、光合成・炭酸同化作用に

より、二酸化炭素の吸着・固定化が促され、産出さ

れた酸素を水域内に放出する。従って、水域中の溶

存酸素濃度が増大し、水域環境の改善に貢献する。

4．本来であれば、森林から供給されるフルボ酸鉄は、

溶存鉄の代表的な物質であり、これは、植物プラ

ンクトンの増殖はもちろん、作物、海藻類の栄養

活動報告と計画２蠡. 幹事長　藤野修二郎蠡. 活動報告と計画２ 幹事長　藤野修二郎

2.1 MAEDAグリーンコミット　支援事業（前田建設工業（株）CSR事業）



素として利用され、また生理活性の重要な酵素と

しての役割を果たしている。魚介類にあっては血

中のヘモグロビン構成要素として必須の成分であ

り、微量ながらその施用効果は大きく、作用は多

岐にわたっている。

5．しかしながら、フルボ酸鉄の供給源である森林は、

年々荒廃の度を加え、良質の森林が減少していく

と共に、戦後河川流域内に築造された多数のダム・

水門等によって、溶存鉄の生産・供給は阻害され、

その流下はダムによって堰き止められ、下流域、河

口域への供給は減殺されてきたことが明らかにさ

れている。

6．そこで、溶存鉄であるフルボ酸鉄と類似の分子構

造をもち、同様の役割を果たす物質に、クエン酸

鉄があるが、これは、産業の副産物である鉄鋼ス

ラグと焼酎粕を混成させれば、生産できることが

第1段階の実験室での分析で明らかになっている。

7．従って、環境の悪化した河川や湖沼、干潟、閉鎖

性海域等から優先順位の高い水域を選定し、「環境

浄化剤」と云う形で、溶存鉄を計画的、安定的に

供給し、監理・計測することにより、環境の浄化、

回復の定性化及び定量化を図ることが可能になる。

汚染環境の浄化回復と積極的な生態系の活性化が本

研究事業の目的である。

8．そのために、まず鉄鋼スラグと焼酎粕を混成させた

成形品の開発を図り、その成形品の溶存鉄発生と溶

出の持続性を確認し、環境への安全性を検証し、フ

イールドの実験に着手するという手順が考えられる。

9．本事業の素材発生地域である大分県の沿岸海域で

も、全国沿岸域でみられるのと同様の「磯焼け」現

象、藻場喪失が報告されており、水産資源の漁獲量

の減少傾向に歯止めがかからず、水産業自体の衰退

が懸念され、起死回生の手立ての出現が期待されて

いる。

10．最後に、今回のMaedaグリーンコミットによる支

援申請の対象期間は、3年度に亘っているが、その

社会的役割と広がりを考えた時、本事業は5年～10

年に亘って長期的に取り組む価値のある性格の事

業であると考えられる。

以上

１）H25.4.1～H26.3.31  MAEDAグリーンコミット第

２年度、海洋（水域）環境改良剤の開発

―大分県下の廃棄資源・未利用バイオマス活用―

（前田建設工業㈱CSR事業）

２）Ｈ25.4.27（土） 多摩川河口　干潟観察会　10:00

～14:00 京浜急行・大師線　小島新田駅集合

問い合わせ：日本自然保護協会（山口氏 090-1852-

5989）

３）Ｈ25.5.12（日） 観音崎磯の海藻観察会　10：00～

14：30 観音崎自然博物館　横須賀市4-1120

問い合わせ： 046-841-1533

４）H25.6.1（土）～6.3（月）第10回シンポジウム・総

会　函館に於いて

５）H25.7.15（祝・月） 海藻おしば親子体験教室（未

定） 東京海洋大学に於いて　

2.2 平成25（2013）年度 事業計画

欧州で活動するよりも日本でしなければならないこ

とがあると思い始めて程なく、奈良桜井市の古民家に

御縁ができ、あっという間の引っ越しとなりベルギー

の家をたたんで今年の１月から長谷寺の近く、諸々の

歴史的な神社に囲まれたような所に住みはじめました。

長年欧州に居たので外人感覚で見ているのか奈良の素

朴な自然が貴重で、日本の古い良さに感動しています。

ここから世界に発信するのだ、と決めて新たに「や

まと薬膳」として活動を始めます。

しかし、何と言っても気になるのが日本の海は大丈

夫か、日本の海藻は大丈夫かということです。４月に

フランスから出る海藻の本は福島第一原発事故後、日

本の海藻を使わず、フランスの海藻でレシピをという

ことになりましたし、海藻を外国にも出荷しているブ

ルターニュの海藻会社は、フランスの海藻は半年ごと

に放射能検査を実施して出しているので安心を保証す

るといっていました。欧州は今、魚が危ないといわれ、

海藻ブームになりつつあります。同じ海の産物であっ

会員からの特別寄稿Ⅲ.Ⅲ. 会員からの特別寄稿
3.1 「海洋国家日本のリーダーシップに期待」 オオニシ恭子（やまと薬膳・正会員）



ても植物と動物は違う、海藻には自浄作用があり重金

属禍は心配ないと私も言い回っていたのです。放射能

に関してもそうあってほしいと願っていますし、それ

を数字で示せば、一般人も欧米では納得することにな

るのです。海洋国家日本、世界にその分野の先進国と

してリーダーシップを発揮してほしいものです。

当協会への入会前、今から10数年前のことですが、

日本全国で産業廃棄物・一般家庭ゴミなどのごみ処理

問題が社会的に大きくクローズアップされ、それらの

廃棄物の利活用を真剣に考え始めた頃でした。

そんな中で、海藻の生育に必須の４大元素の内、２

価鉄イオンの供給不足が製鉄工程で大量に発生する鉄

鋼スラグによって解決できるのではとの情報を大手鉄

鋼メーカーS社のOBであるN氏から得ることができま

した。

相前後して、もたらされたNPO法人「海の森づくり

推進協会」設立の報せがあり、迷わず正会員入会をし、

以後丸10年を経過したことになります。

当協会の数ある事業項目の中で、「コンブ種糸100ｍ

運動」は地元神奈川県でも、海の緑化運動・豊かな海

の再生・有用な水産資源の増殖という方針が「コンブ

一株オーナー」の企画と相まって、一般市民にも広く

受け入れられました。

しかし、残念なことに地元漁協との間の事前の協

議・合意が図られていなかったことが命取りとなり、

神奈川県ではその後、当協会の事業は日の目を見るこ

となく今日に至っております。

折しも、水産庁では当協会が折に触れ提唱していた

「漁村・水産業の多面的機能」に着目し、その機能発揮

事業及びそれに資する活動に対して、地域協議会を通し

て助成するとした予算計上を実施したといわれます。

この千載一遇のチャンスを逃がすことなく、失われ

た10年間の汚名を晴らすべく中核メンバーが気持ちを

合わせて、取り組むべきであると信じます。

3.2 「海の森づくりとその活動について」 斉藤愼樹夫（理事）

あの東日本大震災から二年が経ちました。この間、

震災直後から海の森づくり推進協会が岩手県の漁協に

対して多くの志をお届けされている事に深い感謝の念

を覚えます。

私は岩手県の教員として被災地である宮古市や山田

町での勤務が十一年に及びました。

その関係から当時、重茂漁協を取材し記録した事が

あります。その中で重茂漁協の初代組合長の西舘善平

氏が行った偉大な組合運営とそれに応えて発展し続け

る漁協の営みを知り心が揺さぶられる思いがありまし

た。昭和二十四年に誕生した重茂漁協に時代は「これ

までの網元制度や地主的性格の漁業会を脱し漁民自ら

漁業を企画し運営せよ」という全く未経験な課題を突

き付けました。その時、組合長に就いた西舘氏は政府

から漁協が与えられた漁業権証券の二千七百万円と三

陸一の好漁場である漁場などの場代金や大漁などによ

る全ての収入を一人一人の漁民に分配せずに新時代に

漁協全体で立ち向かうための「漁船動力化の資金」と

して活用したのです。更に個人の考えや判断が最優先

されがちな漁師集団に組合員月給制を導入し「公
おおやけ

」を

優先する考え方を認めさせ、この困難な時代を乗り切

ったのです。この西舘氏の指導の下で漁場の揺りかご

ともいえる森林を伐採から守り、更にその海を守るた

めに合成洗剤を使用しないことを婦人部が決議したの

です。このような重茂漁協の運動が全国各地の消費者

の心を掴み、その生産する昆布やわかめ、アワビやウ

ニなどの海産物がブランドとして確立しました。しか

し、二年前の大津波は重茂地区も襲いこれまでの営み

を一挙に喪失させる程の打撃を与えました。その時、

奇跡が起こったのです。あの大津波の被害にもめげず

重茂漁協は伊藤隆一組合長の指揮の下で、どの漁協よ

りも早く立ち直ったのです。その経過は震災二か月後

の五月一日のNHKの特集番組で放送されました。何と

それは殆どの組合員が失った船を漁協全体で購入して

全員に公平に貸し出すシステムです。漁師には一切の

借金をさせず、組合が船や漁具のすべてを提供すると

いう案です。これが組合員全員一致で方針として決定

されたのです。これは船を持つ者と持たない者との差が

生まれないように、組合員全員分の船が揃うまでは水揚

げを平等に分け合うという方策です。六十年以上も前に

西舘善平初代組合長の撒いた種はこのように不死鳥の如

く甦ったのです。

西舘善平氏の胸像

の下にある「天
てん

恵
けい

戒
かい

驕
きょう

」（天の恵み

に感謝し驕るるこ

とを戒め不慮に備

えよ）という言葉

が今こそ心に沁み

渡る思いです。

3.3 「天恵の海に祈る」 中村三千男（賛助個人会員）

重茂漁協　西舘善平初代組合長の像「天恵戒驕」



藻場は魚介類育成の場だけではなく、水質浄化や大

気中の炭素（炭酸ガス）も吸収するなど陸海の環境・

生態系保全に欠かせません。しかし、日本近海は海藻

が死滅する「磯焼け」が進み、地元愛知県の渥美・知

多半島のサガラメ・カジメ藻場も10年前に比べ9割も減

少し瀕死の状態です。主因は地球温暖化で、海水温が

高まり海藻の活性が低下したところへ温暖な海に生息

するアイゴの食害が発生。さらに、アメフラシが幼芽

を食い荒らし再生不能な状況に陥りました。漁業者か

らの要望を受けた愛知県は2010年度から３カ年計画で、

愛知県水産試験場が中心となり、三重大学、サカイオ

ーベックス㈱、㈱シャトー海洋、ティビーアール㈱及

び豊浜漁協の産官学が協力して、サガラメが消滅した

南知多町中洲地先に設置されていた海苔養殖用の鋼管

製柵を利用し、サガラメ藻場養殖再生技術の実証実験

を進めて参りました。なお、この事業は、農林水産省・

農林水産技術会議の「新たな農林水産政策を推進する

実用技術開発事業」に採択され「既存着定基質への海

藻種苗の移植による効率的な藻場再生技術の実証試験」

というテーマで、弊社は、海中で設定期間が経過する

と自然分解する「生分解性に優れた海藻育成用組紐ロ

ープ」を開発し、種苗移植技術及び養殖技術の開発に

取組みました。今後とも、「持続可能な海の森づくり」

のお役に立てるような資材の研究開発に挑み続けます。

3.4 「伊勢湾・三河湾藻場再生に挑む」 福井宏海（TBR株式会社・特別賛助会員・理事）

海の森づくり推進協会での初めての活動は、一昨年5

月の三浦半島・観音崎での海藻観察会への参加からで

した。海藻のことも、海のことも全く素人の私にとっ

て、きれいな海に実際入って、自然博物館の先生から、

何種類もの海藻のことをレクチャーしていただき、海

藻が生息することで、海の水が浄化されていることが

分かり、海藻と海の関係が分かりました。また、同年8

月のシンポジウムでは、海の環境を守る様々な分野で

活動されている方々の話を伺い、松田先生をはじめと

する会員の方々が、信念を持って活動されていること

が伝わってきたので、私も出来ることから始めていき

たいと思いました。海藻観察会は、２回目には近所の

友達や家族も誘い、子供たちといっしょに参加したこ

とで、博物館の先生もとてもわかりやすく説明してく

ださり、参加人数も増えました。また、シンポジウム

は、海藻の料理のことや、海の環境を守るための活動

や行事のことなど、役に立つ話も聞け、海藻を扱う会

社の方や、学校の先生など様々な分野で活躍している

方々の話も聴けますが、では一般市民としては何が出

来るかいっしょに考えることができると良いと思いま

す。これからもよろしくお願いします。

3.5 「海藻観察会に参加して」 柳沢雪子（正会員・幹事会メンバー）

私ども日本農産工業㈱は、飼料製造を主な事業とす

る企業ですが、その一部門として差別化鶏卵の「ヨー

ド卵・光」を製造販売しております。

ヨード卵は今年で発売37年を迎えます。

この間、血中脂質や糖代謝の改善効果、乳がんの予

防、アレルギーの改善、肝機能改善、発毛育毛、心の

状態の改善等々数多くの研究を行い、科学的に効果が

確認されている“機能卵”と言えます。

さて、ヨウ素はご存知のように、世界的視野でみる

と、鉄やビタミンAとならぶ、欠乏問題への対策が緊

急の課題となっている３大欠乏微量栄養素です。

そこで我々は、ヨウ素の有効活用を見出すために、

また、社会貢献活動の一環として、ヨード卵→ヨウ素

→昆布→海の森と言う連携で、本協会の賛助団体会員

として連携をさせていただいております。

“多摩川河口の干潟観察会”や“観音崎磯の海藻観察

会”等々の勉強会は、小さい時に自然の循環と連鎖を

知り、海から生命が生まれ、海に育まれている地球を

実感できる好機会だと考えます。

今まで日程調整ができずに参加できておりませんが、

今年は、弊社がかかわる学校や園からの参加者を広め

たいと思っております。また、今年の６月に函館で開

催予定のシンポジウムには出席したいと考えておりま

すので、会員の皆様も身近な方へのご案内をお願いい

たします。

3.6 「海の森づくりとヨード卵・光」 横山次郎（日本農産工業株式会社・賛助団体会員・正会員）



私達は、秋田県認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細につきまし

てはホームページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会・寄附申込書

FAX 018-833-7734 海の森づくり推進協会　行き

会の趣旨に賛同していただける方は、以下をご参照の上是非ご入会下さい。

＊ この情報は会員への通信以外には使用しません。上記住所宛に郵便振込用紙を送付させて頂きます。

私は、「海の森づくり推進協会」（□会員になりたい　□寄附をしたいので、ここに申し込みます。）（該当するところをチェックして下さい。）

年　　月　　日

海の森づくり推進協会　代表理事：松田　惠明
（Tel＆Fax: 018-833-7734 e-mail：matsuday2006@yahoo.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

１．山・川・海の健康を取り戻そう！
２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！
３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

「海の森づくり推進協会」会員募集及び寄付募集のご案内

□入会申込書 □寄附申込書

望む会員の種類

現会員の種類（該当の所に
○をつけてください）

非会員、正会員、賛助個人会員、賛助団体会員、特別賛助会員、ネットワーク会員

寄附額
円

〒
住　　所

所属団体名（肩書き）

連絡先電話番号

E-mailアドレス

氏　　名

ふ り が な

FAX番号：

海の森づくり
運動の３つの
スローガン

＊入会を希望される方は、下記申込書にご記入の上FAXにてご連絡ください。ただし、年会費から一口を除いた部分は寄付として扱わせてい
ただきます。ネットワーク会員以外の会員の変更に際しては入会金は免除され、2年以上会費が未納の場合は自動的に会員資格が失効します。

会員種別

正会員（個人）

賛助個人会員

賛助団体会員

特別賛助会員

ネットワーク会員

入会金

1,000円

1,000円

1,000円

免除

免除

年会費

１口（3,000円）以上 総会に議決権を持って参加できます。

会の活動を賛助し、イベント案内や会の活動報告を
受けます。

漁協・官公庁・大学・NPO法人等

１口（1,000円）以上

１口（10,000円）以上

１口（100,000円）以上

無料

メモ


